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2015年産学公技術交流会　　

贅

　次世代ロポットに向けた技術開発　白

平成27年2月

東京都立産業技術研究センター

　　　ロボット開発セクター

　　　　坂下和広

W粛京都立産業技術研究センター

ポット開発の社会
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ロボット開発の社会的背景(日本国内)
　　平成26年9月11日内閣総理大臣決裁

ロボット革命実現会議

少子高齢化･生産年齢人口の減少

　単純･過重な労働･人手不足
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‾白毫二言貫目

　生産性の停滞

成員の大きな足かせに

･ロボツトによる人手不足の解消

　　･過重な労働からの解放

　　･要介護者の自立支援

　　　地方独立晋S迪人
ぼ東京都立産業技術研究センター

ペンチャーを支えるエコシステム

　　　●方独立行政浪人
ぽ東京都立産業技術研究センター　＿

　コネｸション

　開拓者精神

社会奉仕精神

　攘戦者精神

　失敗経験
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都立産業技術研究センターについて
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ぽ東京都立産業技術研究センター

ロボット開発支援室

ぽ輦霧i笠産業技術研究ｔンター
　　　　_＿･＿

　【目的】

　中小企業がロポット用

アプリケーション�働を

実施する.

　【設備】

　■働ベンチ(6式)

　－サーピスロポット

　・座業用ロボット

　プラットフ嗜一ム

　ーRTM

　－LabVIEW

　試走エリア

　　ー平地

　　－スロープ(5座,10座)

　　一種豊〔5mm,10mm〕

;
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ロボット開発セクター

　穀　立：平威26年4月１日　研究員5名

オープン：平威26年9月5日
　●　所：舗立塵技研　本舗

　ロボットと関連技術支援により

都内中小企業の事粛を支援する。

　＝＞　中小企業のサービスロボット事業の

　　　　劃業を技術冒で支援する。

・基鐘撞楊闇働：基盤研究

・典闇闇働：典員研究・OM■発支援

・試験：依鎖試鵬

・撞楡支援：　援鐘利用、相談、実地支援

・産繭人材首威：セミナー

・鐘繭交流:TROS、JARA、NICT

　　　　　　AIST、首都大、芝工大、

　　　　　　埼玉大、里枝大、潤洋大　他

・’・嗜方独立行政法人
W東京都立産業技術研究センター

ロボット走行試験開発室

【目的】

　ロボットの走行試験�発

を実施する。

【設備】

　モーションキャプチャ

　ー■走　8式

　一三備（可動）　2式

　走行エリア

　ー平地（6mx8m）

　　槽●●収ｸｯｼｮﾝ有

　－スロープ〔5度,10度〕

　一息差（25mm,50mm）



耐久性試験室

Ｗ誓ii笠●●技復研究センター1………jlJJ5??゜讐

　【目的】

　ロポット等の耐久試験を

実施する。

　【設備】
　往復動耐久試験機

　一油圧　２式

　　　関鍵動作可能

　ローラー走行試験機

　－パッシブ里ローラー

　復機栓塞走行試験機

　・180cm　2式

　　　(披施員軌道化可能)

　一幅70�礁度まで
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T型ロボットベースについて

・T蜃ロポ、トペース

・モジュラー設計（OpenRTM）

　　基本スペ、々（TYPEII）

一
眼

‐動トルク:

懇定重量:

糧麗麗圧:

‐動輪径:

�艶麗壇:

OS:

～6km/h
3Nm
～25Kg(総重量)
24V(Max 30V)

φ125mm
●?penRTM､Labview
　　ln、Linuxetc.
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ロボット事業技術支援

1.生活支援ロポ、トＱ事業分野）

　市場は小さい

技術1参禅雑多岐

　大企業に向かない　　　　　　申小企業には十分
皿　六〕

匹　　　　　　　申小企業　犬

７弓、トフ､t一ム:T-rollof

モジュ弓一化錐針:　RTM

･llP東京櫛立塵東技楊研宛センター

　　　　　　　申小企業向けの⇒巨iF

都産技研のロボット研究開発年表
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年度
H22年

　度
H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

H27年

　度

　T型
ロボット
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|ｼﾞ｀ｸﾄに録るべ‾ｽﾛﾎﾟｯﾌ仕様研究

バルーン

ロボット

＿⊇ﾌﾞﾛｼﾞ1ｸﾄ量基重曹竟ｼ‥E皿ご典興研究
　　　　　｜　　　・

天井蓼●●案内ロボットの謁舞

　　　　　ｌ
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●●性奄録なわない蓼●ﾛﾎﾟｯﾄの個御システムの員発

　運搬
ロボット ㎜iii9919

㎜

土壁ri京都立産業技術研究センター　　　　　ニ

　安心して活用できる

ブラッドフォームが必要

Type2

ぶ
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　様々なﾛﾎﾞｯﾄのﾌﾞﾗｯﾄﾞﾌｫｰﾑに諧扁申

･ぼ誓蚕1笠●●技歯研究ｔンター
　　　　-一一　　　　　　………-一一

訴求ポイント
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協力体制

拡充設備候補(今後揃えてゆきたい)

短期試作

　一　大型FDM（90cm x 90cm x 60cm）

　一　加工装置（ﾚｰｻﾞｰ、NC他）

　一　設計用CAD（各種）

安全・品質・性能

　一　傾斜床形成装置（10m x 10m）程

　一　走行EMC検査

　－　ロボット環境運行試験装置

　一　各種耐久試験装置

　一　総合走行試験装置
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今後の活動内容

基盤技術
　一　知能化技術（移動・会話・作業）

　－　ロボットベース（室内・室外・その他）

　一　安全認証試験技術（耐久性・安全）

事業化技術支援（産業化研究）

　一　ロボット開発支援

　　・知能化搭載・ロボットベース活用支援

　　・安全認証取得支援

　　・ロボットデザイン支援

　一　ロボット関連事粛化支援（保守、教育他）

・’ 一諸方独立行蔵法人
ぼ東京都立産業按術碩究センター

今後の活動構想-2020年に向けて

おもてなしロボット開発

　　『先端都市東京のアピール・事業の活性化』

　　　　人口が減少し　　　　2020年に向け
　　　　て豊かになっ　　　　ロボット予算

国はな

皿９
労働力不足

少子化

ﾚﾆぷ

ご’　　　．

おもてなし

　ロボット

少子高齢化

先進国日本

潤沢

世界に向け

　提案

2020年の後

産業が根付く
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まとめ

一緒に推進してみませんか？

　一　基本技術の研究開発

　一　各種ロポットの開発と事業化支援

　　　＝＞10Tから10Rへ

東京から

JAPAN
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●　魂方雛立行政濠人ぼ東京都立産業技術研究センター

が

｢i‾げ蝉回
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2020年言言オリンピック は

ロポットたちでお･　･て･な･し!!

lllij
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ご清聴ありがとうございました。

l‾2邑
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宣宸鯵ロボット研究●は入●●腫瘤(仲間)を募集中です

力をあわせて､おもてなしロボット事募を立ち上げませんか？

●　●堵方裡X1行政法人W東京都立麦藁技術研究センター
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主な事業と製品

主な事業は３つです
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オリンパス内視鏡の歴史
一 一

1952年世界初の胃カメラ商品化

　　　　　八

1970年ファイバー内視鏡開発

　　　1986年

初代ビデオ内視鏡開発
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EVISIシステム
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オリンパス内視鏡の歴史

ビデオ内視鏡システムの発展

　　　　　　　　　　3代目　　　　　　　　　　　　　　　EVIS　　　　　2代目　　　　E＼/ls　　Lua1R/yj EXERAII
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高解像高画質の追求　　　　　　゛イビジョン内視鏡
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オリンパスの医療用内視鏡の事業領域

ＯｌｙＭＰＵＳ

づ
�
�
�
�
�
一

八 - 一 一 一 一 一 一

()ｌｙＭＰＵＳ

０１ｙＭＰｕＳ

国内製造と海外製造の考え方

　　　当日説明

オリンパスの医療事業

　　　　　　グローバル製造拠点

　　　　当日説明

現場主義の競争戦略

　一次代への日本産業論一　藤本隆宏新潮新書

・日本がこれまで得意としてきた製品は､どちらか

　と言えば｢摺り合わせ型｣の複雑な設計のもの。

　(設計現場でチームワークが活きる製品､細かい設計

　調整をやらないと良い性能が出ない製品)

･そういう製品は設計と生産の連携プレーが大事

　で､少なくとも初期生産は､設計がおこなわれた

　日本で行われることが多い。

･生産現場でチームワークが活きる製品。

(多工程持ちで圧倒的な生産性優位を築けるライ≒Ｌ｡。
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０１ｙＭＰＵ５　１

　　　　　　　　　　　１
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オリンパス改善活動の経緯

　　　　当日説明

TPS清流化プロジェクトの発足

　　　　当日説明

現場で見て考える

　　　　当日説明

オI ノンパスとトヨタの進め方の違い

　　　当日説明
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会津オリンパス（　）の會|立（１９７０　）

　　　　　会津に工場をつくった理由

●会津の人は素朴

●会津の人はエンジンのかかりは遅いが､かかると長く持つ

●会津の人は意志が強く努力家で忍耐強く､念入りで丁寧

●労働力確保が容易（通勤範囲内高校16校）

●地元の熱烈なバックアップ

　　　　　　　　　◇創業の精神
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０１ｙＭＰＵＳ

０１ｙＭＰＵＳ

１

- 一 一 一 一 一 一

生産革新活動のｇンセプト

　　　　A　I　S

　　AizulnnovationSystem

ＯｌｙＭＰＵＳ

０１ｙＭＰＵＳ

18

　ヽ　○　　の，。の４

-－

自動化が困難､不良を発生させているパラツキ削減

１７

１　生　の　り

内視鏡ﾕﾆｯﾄ組立　liiii

１人生産の事例

　洗浄機組立　　ﾊに治縁

１゛生　の　　ｌ

　金属加工　　　AIΞ諸縁

当日事例をDVDとスライドで紹介します
20



不　○を　指した。゜加工のデジタル化

　こし漬縛

不　○を　指した11立作　の影作　化
　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜■･･　･.Z..一一

レンズ接着　　　AIと:諾封

　　　　　　　　　　　　　　　　皿

不　○を　旨したからくり自　化

乙二こぐ,惣汐

当日事例をDVDとスライドで紹介します
ＯｌｙＭＰＵＳ

二

アジェンダ
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０１ｙＭＰＵＳ
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　燃える集団つくり

___　__________㎜==--==･-･㎜㎜･|㎜=㎜㎜･㎜

燃える集団に向け

“高い志(夢)を持ち､知恵を出し、

汗を出し､全員で楽しく取り組む"

ことを目指す。

東北製造拠点の再開発

東北の製造拠点へ約200億円の投資を決定|

会津、白河、青森各工場の強化の目的

１．生産能力の増強

　将来の医療事業の成長に向け、新棟建設で生産能力を強化

2.生産効率の向上

　　新製品の立上げスピード向上と生産性の改善

３．ＢＣＰ対策゛

　　事業継続性の担保と事業機会損失によるリスクの軽減

　４．地元雇用拡大及び地域社会への貢献

3CP gBusiness Co哨nuity Planninq）:災害等の障害が発生しても重要な業務が中新しないこと､早期再開を目論んだ包括的な行動計画
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高度情報通信ネットワーク社会の形成促進

　　　　　　　(レジメ)

　　　　　　　　　　　　　ＹＲＰ研究開発推進協会会長

　　　　　　　　　　　　　(株)中央ｺﾘﾄﾞｰ代表取締役

　　　　　　　　　　　　　　(一社)ＩＩＯＴ理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　　甕　　昭男

１．ワイヤレス分野の動向

携帯電話・スマートフォンの動向

電波利用システムの将来

周波数の確保

新たな需要の拡大

　　　(センサーネットワーク、車レーダーなど)

生体電磁環境対策

スマートテレビ、４Ｋ、８Ｋ

２．ビッグデータ対応

3/YRP（横須賀リサーチパーク）の活動

４．沖縄でのIOT（相互接続試験）活動

５．中央コリドー活動

６．地域ICT振興のために
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日本の中枢に必要とされるブランドを目指して
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TEL　:（03）6802-8200
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　おなかの病気いろいろ

大切なおなかの役割と疾患解

説､症状､検査､治療方法につ

いて

　　内視鏑検壷の受け方

上部(食道･胃･十二指腸)内

視鏡､大腸内視朧検査の受け

方について

　　　主な消化器がん

主な消化器がんの最悪解説･

症状･検査･治療方法やがん検

鯵について

　　内視鏑クローズアップ

内視舗の歴史･先端技術､内視

舗検査の役割､内視舗による

治療について

http://www.onaka-kenko.com/　おなかの健康
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内視鏡で見つける!健康応援サイト｢おなかの健康ドットコム｣では､医師監修の下､内視鏡検査の受け方や、

おなかの病気に関するさまざまな項目をわかりやすく解説しています。

オリンパスメデ;fカルシスヲムズ株式会社
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lnnovating EnergyTechnol09y

エネルギー技術を､究める。

首都圏中央自動車道

　　　　　相模川橋

　　電気、熱エネルギー技術の

　　　　　　革新の追求により、

　　エネルギーを最も効率的に

　　利用できる製品を劃り出し、

安全・安心で持続可能な社会の

　　　　　　実現に貢献します。

Ｆﾗ富士電機

ｎＥＸＴﾀﾞy

　lOO考の興ff.jJ

　　　　　つなく･．むすぷ．広4ずる，未来へ

７’ｈｅ　／Ｖｅｘｔ　Ｐｅｒｓｐｅｃｔ／ｖｅ

|111

YBHD

株式会社横河フリッΞjホーJbデ・Jこλ|

　　　　　代刻li綸役lt:長藤井矢i】

t叶〒10s-0023東京都港区芝浦四Ｆロ４番44 g･

　　　TEL.03一一3453･･4111FAX.03-3･153-4616

　　　　　　http://www.ybhd.co.jpﾉ
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